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の形に整理 しておくと便利である｡ ここに 1㌔,aiはm成分複素秩序場で稜々の磁気
的相互作用は 鳩ル の特性に反映される｡1)一方既存の理論はくり込み群の固鼠点では常










V2JW(q)-与q2+r, V.〟(q,p,k)- }W(q,p;k)- iqiDij(企)pi,(3)<






V2とlの連立漸化式から e … 2-d として
}* - E/8(m+])K2, r*-0, か- E/2(m+1), (4)
と固定点と静的相関の臨界指数 符が求まる｡ (3)の応用のひとつとして流体力学にお
ける熱的ゆらぎの長波長極限での振舞いの問題がある｡ 熱的揺動力に駆られたナビェ ･
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で考えるのが便利である｡ 既に得た定常解の結果 (4)に加えて, (i)固定点フォツカー
･ブランク演算子の力学的発展の項は消えてしまうこと,(i) オーダ･パラメータの特
性時間の指数は Z-2-7で与えられることが分る｡ (日 と同様の現象はボーズ粒子系に
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表記の問題について最近検討した結果 を報告する｡計算が簡単なので三角格子を採用
し,SPinの大きさは 1/2とする.全系を3つのSpinから成るcelに分割する.1)格子点に
あるSpinを sitespin 9 Celを代表するspinを celspinと呼ぶ｡sitespinのHamiltonian
LX = K 2(fj)(S芋 sU sY sy)+K l (宅 ) S 子 S字 ((ij)は n･n･pair) (1)







Ll,1> - aaa (S蔓 ,M-i)
ll,2> -吉 (pad+aβa+ααβ) (S-言,M-喜)
27r. 27T
･],3> - ま (βαα+eTlapα+e~Tlααβ) (M-与)
27r. 27T.
Ll,4> -吉 (pαa･eて laβα+eTlααp) (M-去)
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